
➢ 燃料装荷についての当社準備は予定通り進捗（使用前確認変更申請に記載した
燃料装荷予定日：4月15日）

➢ 燃料装荷を行った後、主に「止める」「冷やす」「閉じ込める」機能に問題がないか確認

➢ 燃料装荷や健全性確認を進める中で気付きがあれば立ち止まって、一つひとつ確実に対応

燃料装荷後の健全性確認について
2024年4月11日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

※使用前事業者検査を含む

③制御棒駆動機構の
機能確認

（スクラム検査等）
【止める】※

⑤非常用炉心冷却系
機能などの確認
【冷やす】

①燃料の配置確認を行い、
制御棒を１組(２本)引き抜いても
未臨界状態であることを確認

【止める】※

②原子炉圧力容器
漏えい確認
【閉じ込める】

④原子炉格納容器
漏えい率確認
【閉じ込める】

使用済
燃料プール

ポンプ

① → ② → ③ → ④ → ⑤ の順で確認

圧力抑制
プール
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① 燃料装荷後の燃料配置確認・未臨界状態の確認

➢ 燃料装荷後、すべての燃料が正しい位置に配置されたことを確認

➢ 制御棒１組（２本）を完全に引き抜いた状態であっても未臨界状態※であることを確認
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＜原子炉（上から見た図）＞

【燃料の配置確認】
・燃料装荷後、水中カメラで燃料集合体に刻印された
管理番号から、燃料が正しい位置に配置されている
ことを確認

【未臨界状態であることの確認】
・１組の制御棒を完全に引き抜いたとしても、未臨界
状態であることを確認する

※未臨界状態：核分裂の連鎖反応が連続的に続かないこと
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② 原子炉圧力容器漏えい確認

➢ 原子炉圧力容器の蓋を閉じ、圧力容器・配管への水張り

➢ 圧力容器を通常運転圧力以上まで加圧し、そのまま４時間以上その圧力を保持

➢ 圧力保持後に、原子炉圧力容器や配管・弁などから水の漏えいがないことを目視により確認

原
子
炉
圧
力
容
器

配管

弁

確認する弁の例

主蒸気隔離弁
確認する配管の例

主蒸気配管

3



③ 制御棒駆動機構の機能確認

➢ 制御棒１組（２本）を全て引き抜いた状態とする

➢ 引き抜いた制御棒を水圧で急速に挿入し、原子炉緊急停止（スクラム）機能を確認

➢ 205本ある全ての制御棒について実施

アキュムレータ

4

スクラム弁・窒素容器
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④ 原子炉格納容器漏えい率確認

➢ 制御棒駆動機構の機能確認後、格納容器の蓋や弁・ハッチを閉じ、窒素ガスを充填し加圧

➢ 温度・圧力が安定した後、格納容器から漏れ出る１日当たりの窒素ガスの漏えい率を測定

➢ 測定した漏えい率が判定基準以下であることを確認

確認するハッチの例

下部格納容器（ドライウェル）ハッチ

ハッチ

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器

蓋

弁
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確認する弁の例

ドライウェルベント用出口隔離弁



⑤ 非常用ディーゼル発電機および非常用炉心冷却系機能確認

➢ 原子炉格納容器の漏えい率確認後、非常用ディーゼル発電機および非常用炉心冷却系が
所定の時間内に自動起動が完了することを確認

➢ また、自動起動したポンプが所定の能力を発揮できることを確認

非常用炉心冷却系ポンプの例

高圧炉心注水系
②

③

①

→

圧力
抑制プール

原子炉格納容器

非常用炉心
冷却系ポンプ

モーター

原子炉

圧力容器

非常用ディーゼル発電機

機能確認で使用する配管

原子炉へ注水する配管
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① 非常用ディーゼル発電機による電力供給までの時間：13秒

② ①の後、非常用炉心冷却系ポンプの自動起動までの時間
・高圧炉心注水系 : ０～2秒
・残留熱除去系(低圧注水系) ：8～12秒

③ 自動起動したポンプが所定の能力を発揮できることを確認


